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23

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
か
た�

確
定
申
告
の
必
要
な
か
た�

税
の
申
告
は

税
の
申
告
は�

お
早
め
に

お
早
め
に�
正
し
く

正
し
く�
税
の
申
告
は

税
の
申
告
は�

お
早
め
に

お
早
め
に�
正
し
く

正
し
く�
税
の
申
告
は�

お
早
め
に�
正
し
く�

申告期間�
２月16日～３月15日�

税
の
作
文
・
標
語�

※平成14年分の確定申告期間は、�
　２月17日(月)～３月17日(月) までとなります。�

２月17日�

２月18日�

２月19日�

２月20日�

２月21日�

２月24日�

２月25日�

２月26日�

２月27日�

２月28日�

3 月３ 日�

3 月４ 日�

3 月５ 日�

3 月６ 日�

3 月７ 日�

3 月10日�

3 月11日�

3 月12日�

3 月13日�

3 月14日�

3 月17日�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

町内全域�

上新田�

上新田�

板井�

板井�

板井�

小江川�

小江川�

小江川�

小江川�

御正新田�

御正新田�

御正新田�

押切�

押切�

押切�

押切�

押切�

町内全域�

町内全域�

町内全域�

�

樋春�

樋春�

樋春�

樋春�

三本�

三本�

三本�

須賀広�

野原�

野原�

成沢�

成沢�

成沢�

中央�

中央�

千代�

千代�

柴�

柴�

�

�

�

�

�

�

須賀広�

�

�

�

�

�

�

塩�

塩�

月　日�曜日� 地　区（大字）� 会場�

江
南
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
習
室�

確
定
申
告
は
ご
自
分
で
正
し
く
作
成
し
、
提
出
は
郵
送
で
お
早
め
に�

　
平
成
十
五
年
一
月
一
日
現
在
江
南
町
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
十
四
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

①
事
業
（
農
業
・
営
業
等
）
を
行
な
っ
て
い
る
か
た�

②
不
動
産
（
地
代
家
賃
等
）
・
配
当
・
利
子
・
雑
（
公

　
的
年
金
等
）
所
得
が
あ
っ
た
か
た�

③
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

　
提
出
の
な
い
か
た�

④
給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た�

⑤
給
与
所
得
の
ほ
か
①
や
②
の
所
得
が
あ
っ
た
か
た�

⑥
給
与
所
得
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

　
と
す
る
か
た�

⑦
平
成
十
五
年
度
の
所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書
の

　
必
要
な
か
た�

⑧
（
原
則
と
し
て
）
申
告
書
の
届
い
た
か
た�

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、
確
定
申
告
の
必

要
な
か
た
、
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
町
に
提
出
の
あ
っ
た
か
た
、
収
入
が
公
的
年

金
の
み
の
か
た
は
原
則
と
し
て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。�

　
昨
年
の
申
告
内
容
等
を
も
と
に
申
告
書
を
二
月
上
旬

に
郵
送
し
ま
す
が
、
郵
送
さ
れ
な
か
っ
た
か
た
で
も
申

告
が
必
要
と
な
る
か
た
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
は
税
務
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。�

　
提
出
さ
れ
た
申
告
書
は
町
県
民
税
の
算
出
資
料
と
な

る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
基
礎
や
、
所
得
証

明
書
等
の
発
行
、
非
課
税
や
扶
養
認
定
の
判
定
資
料
と

な
り
ま
す
。�

確
定
申
告
す
る
と
所
得
税
が�

　
　
　
　
　
　
還
付
さ
れ
る
か
た�

熊
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ�

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た
で
も
次
の
よ
う

な
か
た
は
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

○
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
や
増

改
築
等
を
し
た
か
た�

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た�

○
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
か
た�

○
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た

め
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
か
た�

�

　
申
告
書
は
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参

考
に
し
て
ご
自
分
で
作
成
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

���

　
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
税
務
署
で
は
、

申
告
納
税
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
確
定
申
告
書
・
収
支
内

訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
ご
自
分
で
作
成
し
郵

送
等
に
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ
く
自
書
申
告
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。�

○
平
成
十
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
の
初
日

　
（
平
成
十
五
年
二
月
十
六
日
）
が
日
曜
日
の
た
め
、

　
税
務
署
で
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
平
成
十

　
五
年
二
月
十
七
日
（
月
）
か
ら
で
す
。
な
お
、
確
定

　
申
告
期
限
は
、
平
成
十
五
年
三
月
十
七
日
（
月
）
ま

　
で
で
す
。�

○
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
申
告
・

　
納
税
は
三
月
三
十
一
日
（
月
）
ま
で�

○
贈
与
税
の
申
告
・
納
税
は
三
月
十
七
日
（
月
）
ま
で�

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
等
）
は
、
税

務
署
で
は
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
行
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
申
告
書
は
郵
送
又
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱

に
投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
車
に
よ

る
来
署
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ご
相
談
等
は
、
次
の
担

当
課
・
部
門
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

　
（
代
表
電
話
）
　
　
☎
〇
四
八(

五
二
一)
二
九
〇
五�

一
、
総
合
案
内
、
申
告
書
の
受
付
等�

　
（
総
務
課
）
　
　
　
☎
〇
四
八(

五
二
二)

二
二
五
三�

二
、
納
税
、
納
税
証
明
書
の
発
行
等�

　
（
管
理
徴
収
部
門
）
☎
〇
四
八(

五
二
一)

四
〇
三
二�

三
、
申
告
所
得
税
・
消
費
税
（
個
人
）�

　
（
個
人
課
税
部
門
）
☎
〇
四
八(

五
二
一)

五
六
四
九�

四
、
土
地
等
を
売
っ
た
場
合
の
税
金
、贈
与
税
、相
続
税�

　
（
資
産
課
税
部
門
）
☎
〇
四
八(

五
二
一)

五
七
九
二�

五
、
法
人
税
、
消
費
税
（
法
人
）
、
印
紙
税
等�

　
（
法
人
課
税
部
門
）
☎
〇
四
八(

五
二
一)

五
九
六
二�

六
、
源
泉
所
得
税�

　
（
法
人
課
税
部
門
）
☎
〇
四
八(

五
二
一)

五
九
六
四�

七
、
酒
税
、
酒
類
販
売
業
免
許
等�

　
（
酒
類
指
導
官
）
　
☎
〇
四
八(

五
二
一)

五
八
六
九�

八
、
国
の
税
金
に
関
す
る
相
談�

　
（
税
務
相
談
室
）
　
☎
〇
四
八(

五
二
四)

七
九
六
一�

九
、
税
金
電
話
相
談
（
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
〇
四
八(

六
四
七)

四
四
四
四�

十
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス�

　
　h

ttp
://w

w
w
.tax
an
se
r.n
ta.g
o
.jp
�

十
一
、
関
東
信
越
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　
　h

ttp
://w

w
w
.kan
to
sh
in
etsu

.n
ta.g
o
.jp
/

　
「
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た
」�

　
平
成
十
四
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、

扶
養
控
除
等
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
か
た
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。�

　
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
」�

○
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
か
た�

○
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

　
が
二
十
万
円
を
超
え
る
か
た�

○
給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た�

��

○
申
告
書�

○
給
与
所
得
の
あ
る
か
た
は
源
泉
徴
収
票�

○
公
的
年
金
受
給
の
あ
る
か
た
は
源
泉
徴
収
票�

○
事
業
（
農
業
・
営
業
等
）
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
か

　
た
は
収
支
内
訳
書
ま
た
は
収
支
の
わ
か
る
も
の�

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
医
療
費
の
領
収
書�

○
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
・
介
護
保
険

　
料
の
支
払
額�

○
生
命
保
険
・
個
人
年
金
保
険
・
損
害
保
険
な
ど
の
控

　
除
証
明
書�

○
障
害
者
控
除
を
う
け
る
か
た
は
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み
ど
り
の
手
帳�

○
学
生
の
か
た
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書�

○
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
県
共
同
募
金
会
・
日

　
赤
支
部
・
地
方
公
共
団
体
発
行
の
領
収
書�

○
印
か
ん�

申
告
に
必
要
な
も
の�

１　説明会対象者�
　　　　　　給与の支払者が一ヶ所で他に所得がなく、かつ、年末調整の済んで�

　　　　　　いるかた(源泉徴収税額のあるかた）のうち医療費控除・住宅借入金�

　　　　　　等特別控除を受けるかた�

＊上記以外のかたは、原則として受付相談できません。２月17日からの申告相談�

　会場をご利用ください。�

＊年金の受給者で確定申告の相談・提出するかたは、２月17日からの申告相談会�

　場をご利用ください。�

２　説明会の日程・会場等�

≪問合せ≫熊 谷 税 務 署　TEL048-521-5649（個人課税部門）�
　　　　　江南町役場税務課　TEL048-536-1521（住民税担当）�
 説明会は、熊谷税務署・市町・関東信越税理士会熊谷支部との共催です。�

平成14年分　所得税の還付申告説明会のご案内�
＊説明を受けながらご自分で確定申告書を作成し、提出することができます。�

給与所得者�

２月13日(木）�
江南町勤労�
福祉センター�
江南町中央1-1

医療費� 住宅�

〈午前〉受付開始　９：30　�
　　　　説明開始　10：00�
〈午後〉受付開始　１：00�
　　　　説明開始　１：30

開催月日� 説明会場�
説明区分等�

受付時間等�
午前　　 午後�

　
平
成
十
四
年
十
一
月
十
三
日
、

熊
谷
市
立
勤
労
会
館
に
て
中
学

生
・
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作

文
及
び
標
語
作
品
の
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。�

�

※
標
語�

○
大
里
地
区
租
税
教
育
推
進�

　
協
議
会
長
賞�

　
江
南
中
　
三
年�

　
　
　
　
　
高
橋
　
良
太
さ
ん�

「
税
金
を
　
納
め
て
目
指
す
　

　
　
　
　
　
　
　
い
い
日
本
」�

○
熊
谷
県
税
事
務
所
長
賞�

　
江
南
中
　
一
年�

　
　
　
　
　
柴
田
　
萌
さ
ん�

「
納
税
は
　
よ
り
良
い
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
歩
」�

○
江
南
町
長
賞�

　
江
南
中
　
三
年�

　
　
　
　
　
馬
場
　
栄
子
さ
ん�

「
納
税
で
　
豊
か
な
町
と�

　
　
　
　
　
　
明
る
い
笑
顔
」�

○
江
南
町
教
育
委
員
会�

　
教
育
長
賞�

　
江
南
中
　
二
年�

　
　
　
　
　
染
谷
竜
太
郎
さ
ん�

「
す
み
や
す
い
　
豊
か
な
町
は

　
　
　
　
　
　
　
　
税
金
で
」�

受付時間…午前９：00～11：30�
　　　　　午後１：00～４：00�
直通電話…536-8007、536-8008�
※直通電話は、受付期間のみになります。�

納税相談受付日程表�



４�

百
万
円�

二
十
万
円�

十
七
万
円�

十
四
万
円�

十
一
万
円�

八
万
円�

六
万
円�

四
万
円�

二
万
円�

�

10�

8�

6�

4�

2

人�

●
会
費�

　
○
一
般
…
…
…
…
…
…
…
…
九
百
円�

　
（
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま�

　
　
れ
た
か
た
）�

　
○
中
学
生
以
下
…
…
…
…
…
五
百
円�

　
（
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま�

　
　
れ
た
か
た
）�

●
有
効
期
間�

　
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
　
年�

　
３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間�

　
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、
会
費
を
納�

　
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら
、
３
月
　
日�

　
ま
で
）
で
す
。�

●
加
入
で
き
る
か
た�

①
　
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に�

　
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登�

　
録
者
も
含
み
ま
す
）�

②
　
①
の
被
扶
養
者
で
あ
り
、
修
学
の�

　
た
め
町
外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
か
た�

●
対
象
と
な
る
交
通
事
故�

①
　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自�

　
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
に
乗�

　
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、�

　
転
覆
し
た
事
故
や
、
歩
い
て
い
て
こ�

　
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ�

　
か
れ
た
り
し
た
事
故�

②
　
踏
切
道
に
お
け
る
電
車
な
ど
の
接�

　
触
、
衝
突
、
そ
の
他
の
事
故�

�

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な�

さ
ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故�

に
よ
っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し�

た
と
き
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相�

互
扶
助
制
度
で
す
。�

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
か
ら�

　
月
ま
で
の
間
に
、
　
人
の
か
た
に�

合
計
３
４
２
万
円
の
見
舞
金
が
支
給�

さ
れ
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）�

　
現
在
、
町
で
は
５ 

７
６
９
名
の
か�

た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
３
月�

　
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、�

来
年
度
の
申
込
み
を
２
月
３
日
（
月
）�

よ
り
受
け
付
け
ま
す
。�

　
申
し
込
む
場
合
は
、
会
費
を
添
え
、�

区
長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く�

だ
さ
い
。�

　
な
お
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学�

校
の
児
童
・
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、�

昨
年
に
引
き
続
き
各
ご
家
庭
で
の
申�

し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違�

え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し�

ま
す
。�

※
　
申
込
用
紙
が
な
い
時
は
、
役
場�

総
務
課
窓
口
に
あ
り
、
役
場
で
も
申�

し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

家
族
み
ん
な
で�

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う�

●
見
舞
金
の
請
求
方
法�

　
　
加
入
後
に
お
け
る
請
求
方
法
に�

　
つ
い
て
は
、
必
ず
各
家
庭
に
配
付�

　
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご�

　
覧
く
だ
さ
い
。�

　
　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用�

　
紙
は
役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

　
　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交�

　
通
災
害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ�

　
せ
く
だ
さ
い
。�

　
☎
五
三
六
ー
一
五
二
一
内
線
三
一
三�

31

1231

63

31

63
15

16

31

，�

7

3

8

2
3 3

1
3

1

様式第１号�

（市町村保存）�

フリガナ� コウナン　タロウ� 電話番号� 会員世帯番号�

加　入　者　氏　名�

※会員証裏面の記載事項を承認の上申込みます。�

埼玉県市町村交通災害共済組合�
市町村�
取扱者�

共済期間�
平成15年４月１日（４月１日以降の加入の場合は領収�
日の翌日）から平成16年３月31日まで�

３　人�

１　人�

４　人�

円�

円�

円�

2,700�

500�

3,200

会　員　番　号�

注意事項�

１. 該当金額を○で囲んで下さい。�

２. 生年月日は�

　  中学生以下（昭和63年４月２日以後生まれ）�

　  の方だけ記入して下さい。　�

領収日　　平成　　　年　　　月　　　日�

一　　　般�

900円�

中学生以下�

500円�

合　　　計�

生　年　月　日�

注  １� 注  ２ 

一般�
中学生�
以　下�

埼玉県市町村交通災害共済加入申込書兼会員台帳�記入例�

江南町中央１ー１� 江南太郎�

江南太郎�1�

2�

3�

4�

5�

6�

7

 3　3　8

昭・平�

・　・�

昭・平�

・　・�

昭・平�

・　・�

昭・平�

・　・�

昭・平�

・　・�

昭・平�

・　・�

昭・平�

・　・�

円�
900 �
円�

900 �
円�

900 �
円�

900 �
円�

900 �
円�

900 �
円�

900 

円�
500 �
円�

500 �
円�

500 �
円�

500 �
円�

500 �
円�

500 �
円�

500 

花子�

一郎�

恵子�

536-1521

15年度�

″�

″�

″�

住
　
所�

太
線
の
中
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い�

※
住
所
・
世
帯
主
氏
名
・
電
話
番
号
は�

　
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

氏
　
名�

世
帯
主�
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人権推進室の�

ページ�
　１月12日ピピアにおいて、132名の新成人に『男女共同参画社会実現に向けて』の

アンケートをお願いしました。�

新成人の男女共同参画に対する意識�

アンケート集計結果�
�成人式参加者　　　１３２名　女性６７名　男性６５名�
�アンケート回収人数　６３名　女性２６名　男性３７名　回収率　４７．７％�
�　　　　　　　　�
男女平等について�
　１．「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか？�
��
　�
�
�
�
��
　２．あなたの考えに最も近いものはどれですか？�
�
　　「子どもは、女の子らしさ、男の子らしさにこだわらず、個性を重視して育てた方がよい」と回答した人が男女ともに圧
　倒的に多く２４名で全体の４０％でした。�
　　続いて「仕事をするうえで男女の能力の差はない、知的な能力は性別の差よりも個人差の方が大きい」と回答した人があ
　わせて４２名でした。�
　　新成人の皆さんの意識は、ジェンダーにとらわれず個性を尊重した方がよいとの考え方が主でした。�
��
　３．女性が職業を持つことについてどう思いますか？�
��
　�
�
�
�
�
�　�
　４．女性が働くことによって、女性自身にどのような変化があると思いますか？�
�　�
　　「生きがいが持てる」と回答した人が男女ともにトップで２１名でした。�
　　次に「広い視野が持てる」と回答した人が２０名でした。�
　　その他では「人間関係が広がる」１２名、「家事を分担するようになる」８名、「経済的に自立できる」６名などでした。�
　　以上のことから、女性の社会進出を支援する考えがうかがえます。�
�
��
�５．男女平等という言葉を聞いて、どう思いますか？�
�
　女性感　�
　・あまり好ましくない、高校などの共学化は必要ないと思う。別に平等である必要はないと思う。　�
　・いい言葉だと思う。当然のことだと思う。�
　・まだ平等になっていない。これからは必要だと思う。これからの課題、実現されるべきだと思う。�

　男性感�
　・良いと思う。当然だと思う。�
　・平等ではない。言葉はいいけど、実際は平等はあり得ないと思う。�
　・どうも思わない。わざとらしい。�
　・近頃は男性の方が不利だと思う。その言葉自体、男尊女卑だと思う。�
　・男女に利害なく本当に平等になっていることだと思う。�
　・社会が男女平等を意識していることが、まだ実現されていない証拠だと思う。�
��
　　男女平等については様々な考え方がありました。意識的に活動するのではな
　く、男女の性にとらわれず行動、発言できる社会が望ましいのではないでしょ
　うか。�
��
�６．ジェンダーという言葉を知っていますか？�
�　　�
　　最近では、学校教育の中で少しずつ取り入れられてきていますが、�
　ほとんどの人が「知らない」という回答結果になりました。�

　平成15年１月１日付けで、法務大臣より委嘱されました。�

�今後３年間、人権に対する啓発活動、人権侵犯事件の救

済活動、貧困者に対し訴訟援助・救済を行う等人権の擁護

に努めていただきます。�

そのとおりだと思う�
どちらかといえばそう思う�
どちらかといえばそうは思わない�
そうは思わない�

5 10 15 20 25 30 35 人�

結婚や出産に関わらず持つ�
結婚するまでは職業を持つ�
出産するまでは職業を持つ�
子育ての時期だけ一時辞める�
女性は一生職業を持たない�

5 10 15 20 25 30 35 人�

男性�
女性�

男性�
女性�

茂木 優さんが人権擁護委員に再任されました�
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健康づくりセミナー開催のお知らせ�

年金の手続き・届出について�

●厚生年金に加入したことのある人・厚生年金や共済組合に加入している配偶者の扶養になったことがある人�

　→社会保険事務所�

●上記に該当しない人：農業・自営業・自由業・学生・フリーターなどの人�

　→役場福祉課�

○何が必要なの？�

　・年金手帳・印鑑・住民票・戸籍謄本・通帳・所得証明書など（その人によって必要な書類が違いますので、�

　　ほかにも添付する場合があります。）�

○60歳定年退職しました。年金の手続きは？�

　・60歳で年金裁定手続きはしますが、雇用保険の失業給付を受けている場合、失業給付が優先し、年金が支�

　　給停止されます。年金裁定請求の際は、雇用保険の受給証と『厚生年金保険老齢厚生年金受給権者支給停�

　　止事由該当届』を提出します。雇用保険の給付が終了すると、自動的に年金の支払いが開始します。�

　・配偶者が第３号被保険者(あなたの扶養になっている場合)であったときは、１号への種別変更が必要です。�

�　配偶者の年金手帳、印鑑、退職証明書等をもって役場で手続きしてください。�

○年金を受給するようになったら（もらっている人の手続きは）？�

　・お誕生月には毎年必ず現況届を提出してください。届出を忘れると年金が一時止まってしまいます。�

�

年金をもらう（裁定請求）手続きは？�

問合せ　役場福祉課　℡５３６－１５２１　内線１２２�

　急速な人口の高齢化によりお年寄りが増え、心臓に関係する病気も増えてきています。�
　この病気は、生活習慣を改善したり、日ごろ、からだにちょっとした気づかいをするこ�
とで疾病の発症や進行が予防できます。�
　そこで、江南町及び埼玉県立循環器・呼吸器病センターでは、「彩の国いきいき健康塾�
ＩＮ江南」～あなたの健康守りたい～と題しまして、健康づくりセミナーを開催します。�
入場は無料です。�
　お友達、ご家族のかたなどお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。�
�
１．日時　２月２３日（日）�
�　　　　午後１時３０分から午後３時３０分�
２．会場　江南町総合文化会館「ピピア」�
３．講演　①「もし、脳卒中が起こったら」�
�　　　　　埼玉県立循環器・呼吸器病センター�
�　　　　　副病院長　城下博夫　氏�
�　　　　②「心臓発作の予防と治療」�
�　　　　　埼玉県立循環器・呼吸器病センター�
�　　　　　病院長　堀江俊伸　氏�
４.相談コーナー　講演の後、循環器・呼吸器病センターの看護師、薬剤師、栄養士等による�
　　　　　　　　相談コーナーを開設します。お気軽にご相談ください。�

問合せ　役場福祉課　℡５３６－１５２１　内線１２３�
�　　　埼玉県立循環器・呼吸器病センター　℡５３６－９９００　�



７�

町民ジョギング大会�
　１月２日（木）に第20回町民ジョギング大会が北小前田園コー

スで開催されました。�

　今回は第20回を記念して、豪華賞品が当たる大抽選会が実施さ

れたこともあり、200人以上のかたの参加がありました。�

　前日の夜からの雪で１㎞コースのみの実施となりましたが、新

年の走り始めにと参加者それぞれのペースで元気に全員完走いた

しました。また、北小体育館内では体力測定会も実施されました。�

　彩の国まごころ国体は、熊谷市をメーン会場として、37の正式競技、２つの公開競技が県内58の市町村で

開催されます。また、13のデモンストレーションとしてのスポーツ行事が県内14市町で実施されることがこ

れまでに決定しています。また、これに先がけリハーサル大会が平成15年度から16年度にかけてこれらの市

町で開催されます。�

　江南町では馬術競技会を次のとおり開催します。彩の国まごころ国体江南町実行委員会では、ボランティア

でこの大会のアナウンサー・アシスタントをしていただけるかたを募集します。�

トピックス�

第59回�
国民体育大会�

「式典アナウンサー・アシスタント」募集�

馬術競技�

１．期日�

�　①馬術競技リハーサル大会�

　　　場所：特設馬術競技場�

　　　平成16年５月29・30日（２日間）�

�　②馬術競技本大会�

　　　場所：特設馬術競技場�

�　　平成16年10月24日～28日（５日間）�

２．業務内容�

�　○アナウンサー�

　　　・開始式、表彰式の進行アナウンスなど�

�　○アシスタント�

�　　・開始式における役員・来賓の誘導�

�　　・開始式・表彰式の登壇者に対する、登降壇の�

　　　　指示�

�　　・表彰式の賞状などの取り次ぎなど�

３．応募資格�

�　①平成15年４月１日現在、満18歳以上のかた�

�　②江南町在住のかた�

�　③平成16年10月の本大会までに実施する研修会・�

　　　リハーサル大会などに参加でき、大会の業務に�

　　　従事できるかた�

４．募集期間�

�　平成15年２月10日(月)～２月28日(金）�

　　※当日消印有効�

５．募集人員�

�　アナウンサー若干名・アシスタント若干名�

６．応募方法�

�　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、郵送で�

　　ご応募ください。�

�　※希望業務（アナウンサー・アシスタント）を�

　　明記すること�

７．応募・問合せ先�

�　〒３６０－０１９２　江南町中央１－１�

�　江南町役場　国体推進室内�

�　彩の国まごころ国体江南町実行委員会�

�　「式典アナウンサー・アシスタント募集」係�

�　　℡５３６－１５２１（内線１３１・１３２）　�

　　�

　※都合により希望に添えない場合があります。�

彩の国まごころ国体マスコット「コバトン」�
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い
け
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津�

子
等
の
為
母
の
忙
し
き
ク
リ
ス
マ
ス�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子
　�

ク
リ
ス
マ
ス
孫
の
手
を
取
り
三
拍
子�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
崎
　
賢
二�

妻
永
眠
賀
状
遠
慮
に
胸
つ
ま
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
　�

こ�

ち�
ら�

保�
健�

師�
で�
す�

　
高
齢
者
の
転
倒
は
、
骨
折
や
閉
じ
こ�

も
り
な
ど
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
さ�

ま
ざ
ま
な
障
害
を
ま
ね
く
原
因
と
な
り�

ま
す
。�

　
し
か
し
、
事
前
に
転
倒
の
リ
ス
ク
を�

減
ら
す
こ
と
で
転
倒
事
故
の
多
く
は
未�

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、�

転
倒
の
リ
ス
ク
を
知
り
、
適
切
に
対
処�

す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。�

�

●
転
倒
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と�

①
筋
力
、
歩
行
能
力
ア
ッ
プ
に
つ
と
め�

�

よ
う�

　
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
積
極
的
に
体

　
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
散
歩

　
や
軽
い
体
操
も
い
い
で
し
ょ
う
。�

②
転
倒
し
や
す
い
病
気
と
は
…�

�

入
院
な
ど
で
筋
力
が
低
下
し
て
し
ま�

�

っ
た
人
や
脳
卒
中
後
遺
症
に
よ
る
マ

　
ヒ
の
あ
る
人
、
高
血
圧
症
や
パ
ー
キ

　
ン
ソ
ン
病
の
人
、
貧
血
の
あ
る
人
な

　
ど
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

③
薬
の
注
意
点
を
よ
く
聞
い
て
お
こ
う�

�

睡
眠
剤
や
降
圧
剤
、
精
神
安
定
剤
な�

�

ど
は
副
作
用
と
し
て
、
ね
む
け
や
ふ

　
ら
つ
き
を
ま
ね
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
医
師
や
薬
剤
師
か
ら
薬
の
注
意
事
項

　
に
つ
い
て
、
よ
く
説
明
を
受
け
て
お

　
く
こ
と
で
す
。�

④
見
え
に
く
い
、
聞
こ
え
に
く
い
と
き�

�

は
、
検
査
や
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

�

視
力
や
聴
力
に
障
害
が
あ
る
と
転
び�

�

や
す
く
な
り
ま
す
。
見
え
に
く
い
、

　
聞
こ
え
に
く
い
と
い
う
人
は
、
医
師

　
の
診
断
を
受
け
、
視
力
に
あ
っ
た
メ

　
ガ
ネ
や
聴
力
に
応
じ
た
補
聴
器
を
使

　
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

●
転
ば
な
い
生
活
を
送
ろ
う�

　
高
齢
者
が
転
倒
す
る
場
所
は
、
屋
内�

よ
り
も
屋
外
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま�

す
。
ど
ん
な
時
に
転
倒
事
故
が
起
こ
る�

の
か
を
知
っ
て
お
く
と
と
も
に
、
転
倒�

を
防
ぐ
た
め
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し�

ょ
う
。�

・
足
に
あ
っ
た
靴
を
は
く�

・
丈
は
短
め
に
、
軽
装
で
手
足
が
自
由

　
に
動
か
せ
る
転
び
に
く
い
服
装
を
す

　
る
。�

��

・
脚
立
や
ふ
み
台
に
登
っ
た
り
、
重
い

　
物
を
運
ぶ
よ
う
な
作
業
は
さ
け
る
。�

・
雨
の
日
や
雪
の
日
は
す
べ
り
や
す
い

　
の
で
あ
ま
り
出
歩
か
な
い
。�

�

ま
た
、
自
宅
で
の
転
倒
事
故
の
大
き�

�

な
原
因
と
し
て
高
齢
者
自
身
が
自
分

　
の
住
ま
い
の
危
険
度
を
認
識
し
て
い

　
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う

　
な
例
が
多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

・
段
差
や
も
の
に
ひ
っ
か
か
っ
て
つ
ま

　
ず
い
た
。�

・
風
呂
場
で
す
べ
っ
た
。�

・
床
や
階
段
で
す
べ
っ
た
。�

・
夜
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
に
暗
く
て
転

　
ん
だ
。�

・
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
ら
ふ
ら
つ

　
い
た
。�

��

ど
ん
な
に
住
み
慣
れ
た
住
ま
い
で
も
、�

年
を
と
れ
ば
転
倒
の
危
険
を
は
ら
ん
で�

い
ま
す
。
転
倒
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
健�

康
で
自
立
し
た
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。�
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16�
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�

3�

10�

17�

24

火�

�

4�

11�
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25

水�

�

5�

12�
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26
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�

6�

13�

20�

27

金�

�

7�

14�

21�

28

土�

1�

8�

15�

22�

�

２月のカレンダー�

・開館時間は午前９時～午後５時�

・○印と◎印（図書整理日）は休館日�

・◇印はおはなし会が午後２時30分からあります。�

※雑誌の貸出は一点のみとなります。�

　バックナンバーより貸出できます。�

～ 図 書 館 だ よ り ～ �

〈 新 着 図 書 案 内 〉 �

・日本の中世　12�

・晴れときどき猫背�

・封神演義　上・中・下�

・会いたくて…ただそれだけで…�

・頭にやさしい雑学読本�

・運命の足音�

・おかめなふたり�

・しあわせさん�

・しまなみ幻想�

坂田　聡�

村山　由佳�

安能　務�

かとうようこ�

竹内　均�

五木　寛之�

群　ようこ�

和多田かずみ�

内田　康夫�

（書　　名）� （著者名）� （書　　名）� （著者名）�

・太陽と砂�

・歳のとりかた�

・翼は還る�

・妻の大往生�

・宮本武蔵のすべて�

・歴史の道百選�

・ロープワーク入門�

・私たちがやったこと�

・きりのなかで�

西村京太郎�

式田　和子�

山本五十六記念館�

永　六輔�

岡田　一男�

森田　敏隆�

黒羽志寿子�

レベッカ・ブラウン�

木村　裕一�

蔵書点検のお知らせ�

映画鑑賞会�

　　＜午前10時30分～＞�

　　　（一般向け）�

　　 ・泥棒と殿様�

　　＜午後１時30分～＞�

　　　 （子ども向け）�

　　・ムーミン氷の国をぬけだせ�

　　・北風と太陽�

　　・ミッキーマウスのバンドコンサート�

○ 日時…平成15年２月８日（土）�

・ユカリューシャ�

・神々の世界　上・下�

・ドリームバスター�

・なるほどの対話�

・リトルターン�

・家なき鳥�

・水平線の向こうから�

・すべての時間（とき）を花束にして�

・不美人論�

・本田宗一郎と井深大～ホンダとソニー�

・インストール�

2003年・読書のすすめ�

　図書館では、蔵書点検のため、下記の期間を休館

といたします。�

　なお、休館中の図書の返却は、リターンボックス

をご利用ください。�

　CD・カセットは、開館時にカウンターへお持ち

ください。�

　利用者の皆様には、ご不便をおかけしますがご協

力をお願いいたします。�

２月26日（水）～２月28日（金）�
読者推進運動協議会資料より抜粋�



�

�

�

�

�

　防衛庁では、平成１５年度幹部候�

補生の採用試験説明会を次のとおり�

行います。�

日時　2月22日(土)10:00～12:00�

場所　航空自衛隊　熊谷基地内�

内容�

�（１）自衛隊の概要�

�（２）幹部候補生制度の概要�

�（３）幹部候補生採用試験の概要�

応募資格�

�（１）22歳以上26歳未満の者�

�（２）大学院修士課程修了者は28�

�　　　歳未満�

�（３）20歳以上22歳未満で、学校�

�　　　教育法に基づく大学を卒業�

�　　　した者又は、外国における�

�　　　学校を卒業した場合で大学�

�　　　卒業に相当すると認められ�

�　　　る者�

一次試験　5月24日(土)･25日(日)�

　　自衛隊熊谷募集事務所�

　　☎522-4855�
�

�

�

�

　埼玉県立秩父高等技術専門校では、�

下記の内容にて介護実技講習会の受�

講生を募集いたします。�

日程　3月4日(火)～3月6日(木)�

時間　10:00～15:00�

定員　20名�

対象者　基本的な介護技術を身につ�

�　　　けたいかた。�

費用　無料�

申込方法　�

�2月1日(土)から10日(月)までに往�

�復ハガキで往信用裏面に、講習名、�

�住所、氏名、電話番号を記入。返�

�信用表面に、郵便番号、住所、氏�

�名を記入。�

1011

く ら し の 情 報 �

議会事務局　　431�

総　務　課　　311・312・313�

企画財政課　　321・322�

町　民　課　　111・112・113�

福　祉　課　　121・122・123

内
　
線�

税　務　課　　151・152・153�

経　済　課　　251・252�

都市計画課　　241・242�

建　設　課　　231・232�

人権推進室　　221

国体推進室　　131・132�

出　納　室　　141�

教育委員会　　211・212・213・214�

水　道　課　　161・162�

社会福祉協議会　　410・411

役　場  ☎048-536-1521�
ピピア  ☎048-536-6262�
図書館  ☎048-536-6303

　　　　〒368-0035�

　　　　秩父市上町3-21-7�

　　　　秩父高等技術専門校�

�　　　☎0494-22-1948�
�

�

　県内の水辺風景（川、湖、池、沼�

など）を35ミリスライド用フィルム�

で撮影したもの（マウントを付けた�

もの）。未発表のもの、複数応募可。�

応募作品は原則として返却しません。�

申込　２月15日(土)(必着)までに郵�

　　　送で、応募票を添えて、お申�

　　　し込みください。※応募票は�

　　　さいたま芸術劇場、埼玉会館、�

　　　熊谷会館などで配布しています。�

申込先　〒338-8506�

　　　　さいたま市上峰3-15-1　 �

　　　　彩の国さいたま芸術劇場�

　　　　　　　　　「水フォト」係�

　　彩の国さいたま芸術劇場�

　　☎048-858-5507�
�

　定時制高校は、４年間で高校卒業�

の資格が得られます。働きながら学�

ぶ場だけでなく、生涯学習の場とし�

て、また高校を中途退学したが再チ�

ャレンジの場として、定時制高校は�

地域の方々に広く学習の機会を提供�

します。�

　年齢制限はありません。新入生募�

集の外に中途退学したかたには、編�

入学の制度もあります。詳しくは、�

各校にご相談ください。�

　　県立熊谷高校（普通科男女）�

�　☎521-0050�
　　県立熊谷女子高校(普通科女子）�

�　☎521-0015�
　　県立深谷商業高校（商業科男女）　�

�　☎571-3321�
�

　　　－チビッコ　あつまれ－�

�極真を学ぶことで強い自分を発見�

してください。初心者、中高生、女�

性、壮年のかた大歓迎�

稽古日　毎週月・木曜日�

時間　19:00～20:30�

場所　江南町柔道場�

見学　自由�

指導者　木内光明　総師範代�

�　　　黒岩道保　初段�

�　　　今田　理　初段�

�　　　馬場　一　初段�

　　☎536-8433(黒岩まで)�

�

�

期日　3月26(水)～3月29日(土)�

場所　鹿沢ハイランドスキー場�

参加資格　埼玉県内に住む小中学生�

�　　　　の男女�

対象者　中斜面程度を滑れる者で、�

�　　　ポールを中心とした合宿を�

�　　　します。�

申込　3月10日(月)までに会費39,000�

�　　円の振込受領証と返信用切手・�

　　　住所氏名記入の封書２通を同�

　　　封のうえ、お申し込みください。�

申込先　〒336-8692�

　　　　浦和中央郵便局私書箱187号�

　　　　真塩 茂　宛�

振込先　あさひ銀行　蓮田支店�

�　　　普通預金　３８７９７７４�

�　　　埼玉県スキー連盟�

�　　　教育本部長　高橋哲男�

　　埼玉県スキー連盟　村田�

　　☎554-1966�

�

　青少年の健全育成と柔道の普及を�

目的に、柔道教室を開催いたします。�

日程　3月3日(月)･5日(水)･8日(土)�

�　　10日(月)･12日(水)･15日(土)�

　　　17日(月)･19日(水)･22日(土)�

�      の9日間　18:30～19:30�

場所　江南町柔道場�

対象　幼稚園児(年長)�

�      小学校1･2･3年生�

�　　その他希望者�

申込　２月21日(金)までに教育委員�

�　　会に申し込みください。なお、�

�　　柔道愛好会に入ってる人は、�

�

　申し込みの必要はありません。�

　　江南町教育委員会�

　　☎536-1521　内線213�
�

�

�

�

�

　２月１日から２月１５日までの間�

（土・日曜日・祝日は除く）税理士�

事務所において、給与及び年金収入�

が６００万円以下のかたの還付申告�

相談と申告書の作成指導を無料で行�

いますので、関東信越税理士会・熊�

谷支部事務局又は、最寄りの税理士�

事務所へ事前に電話連絡のうえ、ご�

利用ください。�

①年金を受けているかた�

②給与所得で医療費控除を受けよう�

　とされるかた�

③年の途中で退職又は就職されたか�

　た�

　　関東信越税理士会・熊谷支部事�

　　務局　☎521-3312�
�

�

�

�

　町内で火災が発生した場合、住民�

のみなさんには防災江南でお知らせ�

していますが、夜間、土・日曜日な�

どで、防災江南で放送できない場合�

があります。この時は、次の電話番�

号で火災発生場所をお知らせしてい�

ます。ご親戚や知人の関係で心配な�

かたはご利用ください。�

　　☎0180-99-4141�
�

�

�

　この調査は、厚生労働省が指定し�

た事業所について常用労働者の賃金、�

労働時間、雇用の状況を明らかにす�

るものです。今回は７月から始まる�

本調査に向けて調査対象地域内全事�

業所の名簿を作成するため、事業内�

容、常用労働者数、企業規模などを�

調査します。�

調査期間　２月～３月�

方法　対象事業所を調査員が訪問し�

　　　調査項目ごとに聞き取り調査�

　　　を行います。�

　　県統計課�

　　☎048-830-2322�
�

�

対象　県内の私立高等学校か専修学�

　　　校の高等課程に在籍し、県内�

　　　に在住する生徒の保護者�

内容　世帯の収入が基準以下の場合�

�　　また失業などにより当面の収�

�　　入確保の手段を失った場合、�

�　　授業料・入学金の一部が軽減�

�　　されます（入学金は高等学校�

�　　のみ）。�

申込　在籍する学校に申請�

　　県学事課�

�　☎048-830-2558�
��

�

�

◎定期預金等については、これまで�

　同様、元本1,000万円までとその利�

　息等が保護されます。それを超え�

　る部分は、破たん金融機関の財産�

　状況に応じて支払われます。（一�

　部カットされることがあります。）�

◎平成１７年４月以降は、当座預金�

　等の利息のつかない預金が全額保�

　護されることになります。�

◎預金保険制度、農漁協系統貯金保険制�

　度ともに同様の取扱いがなされます。�

　　関東財務局総務部財務広報相談室�

　　☎048-600-1092

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

定時制高校に入学しませんか�

さいたま水族館�
２月の行事予定�

小椋佳「歌談の会」�

平成15年度自衛隊幹部�
候補生採用試験説明会� 彩の国<水>フォトワールド�

写真コンテスト作品募集�

介護実技講習会�

極真空手生徒募集�

私立学校父母負担�
軽減事業補助�

当座預金、普通預金、別段預金は�
平成17年３月末まで�

引き続き全額保護されます�

税理士による�
還付申告無料相談�

火災発生時の広報について�

毎月勤労統計調査にご協力を�

第22回ジュニアスキー�
合宿参加者募集�

柔道教室参加募集�

2月 25日 (火）9：3 0～正午�

2月12日 (水）9：3 0～正午�

2月12日 (水）9：3 0～1 1：3 0

勤労福祉センター�

勤労福祉センター�

　 役場福祉課�

原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。�

日　　時� 場　　所�

行 政 ・ 心 配 ご と �

心 配 ご と ・ 結 婚 相 談 �

成 人 健 康 相 談 �

教 　 育 　 相 　 談 �

開催日　　　内　容　　　時間�

15日(土)

16日(日)

９日(日)

８日(土)

19日(水)

9:30

13:30

10:00

9:30

13:30

ニンジンの収穫�

ニンジンの収穫�

椿花の型抜き�

ヒナ人形の型抜き�

豆腐作り�

小�

小�

一�

一�

24日(月) 13:30家庭菜園直まき春作栽培�一�

28日(金) 9:30木工工作室開放日� 一��

対象　　＝一般　　＝小学生親子�

　　　　＝小学生�

受付　2月1日(土)～3日(月)�

　　　9:00～16:00�

　　　　農林公園管理事務所�

�　　　☎583-2301�
※臨時休園日＝18日(火)・25日(火)�

�

�

日時　2月15日(土)10:00～12:30�

内容　パンフラワーの粘土を材料に、�

�　　魚やカメなどのマスコットを�

�　　つくる。　�

費用　大人900円　子ども600円�

定員　40人�

申込方法　2月1日(土)から電話受付�

　　さいたま水族館�

　　☎565-1010�
��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

日時　3月16日(日)　18:00～�

場所　東松山市民文化センター�

入場料　全席指定一律3,500円�

�　　（1月18日(土)から発売中）�

　　東松山市民文化センター�

�　☎0493-24-2011

申込 問�

一�

小�

親�

親�

農林公園農林学級案内(2月）�

�

 問�

 問�

 問�

申込 問�



6,095�

6,228�

12,323�

3,915 �

人�

人�

人�

世帯�

(＋4)�

(ー2)�

(＋2)�

(＋1)

広
報
こ
う
な
ん
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。�

人口と世帯数（1月１日現在）�

男�

女�

計�

世帯数�
（　　）内は前月比 

編集・発行�
埼玉県大里郡江南町役場総務課�
〒360-0192　大里郡江南町中央1-1 ☎048-536-1521　URL http://www.town.konan.saitama.jp

平成13年11月10日生
　　　哲也さん
　　　めぐみさん（小江川）
　１歳になって、ますますわんぱく
になってきました。元気一杯で、優
しい子に育ってくださいね。

両親�{

�平成14年2月9日�
　　　　竜二さん�
�　　　佳子さん（成沢）�
　　わが家のベッカムくんで～す。�
�家族中のおもちゃになっています。�
�元気いっぱい育ってほしいです。�

両親�{

そ
う�

み 

ら
い�

高
橋
　
蒼
ち
ゃ
ん�

間
中
　
実
来
ち
ゃ
ん�

江南町指定有形文化財�

�　　　　　　「高礼」（５枚）�

12

紹介 江南町の指定文化財�紹介 江南町の指定文化財�

　
素
材
が
多
様
化
し
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
難
し
い
衣
類
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輸
入
物
や
海
外
旅
行
で
買
っ

た
衣
類
は
素
材
表
示
が
分
か
り
に
く

く
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
て
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避

す
る
た
め
の
第
一
歩
は
、
衣
類
を
買

う
と
き
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
確

認
す
る
こ
と
で
す
。
縮
み
、
色
落
ち

な
ど
の
注
意
事
項
が
あ
る
場
合
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
出
す
と
き
に
、

念
の
た
め
口
頭
で
伝
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
個
人
輸
入
や
海
外
で
買

っ
た
も
の
な
ど
、
日
本
語
の
表
示
が

な
い
衣
類
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
洗

濯
方
法
を
店
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
も
ど
っ
て
き�

た
衣
類
は
、
す
ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ

ー
を
は
ず
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
カ
バ
ー
に
含
ま
れ
て
い

る
酸
化
防
止
剤
と
空
気
、
水
分
な
ど

が
反
応
し
て
衣
類
を
変
色
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
の
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
は
、
家

に
持
ち
帰
る
ま
で
の
汚
れ
防
止
用
と

心
得
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
万
一
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場
合
は
、�

店
と
利
用
者
、
ど
ち
ら
に
原
因
が
あ

る
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
衣
類
の
異
状
に
気
づ
い

た
ら
、
す
ぐ
店
の
人
に
状
態
を
確
認

し
て
も
ら
う
こ
と
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
る
衣
類
の
事
故
に
は
賠
償
基
準

も
あ
る
の
で
、
原
因
や
解
決
方
法
を

冷
静
に
話
し
合
う
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。�

�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は�

　高礼とは、法令を横長の板に墨書し、
それを支配領民に掲示して周知させ
る目的で掲げられたもので、奈良時
代以降明治初年まで継続して行われ
てきました。高礼を掲げる場所を高
礼場といい、街道の辻や橋のたもと、
あるいは渡船場など人目につきやす
い場所に設けられていました。
　江南町指定の高礼は、
１．切支丹禁制の高礼(元和2年:1616)
２．御鷹場の高礼(享保6年:1721)
３．切支丹禁制の高礼(明治2年:1869)
４．勧善の高礼(慶応4年:1868)
５．徒党の高礼(慶応4年:1868)
の５枚です 。
所　在　地：江南町中央１－１
所　有　者：江南町
指定年月日：1957年10月18日

勧善の高礼（慶応四年：1868年）�

大里地域まちづくり�
合併研究会からのお知らせ�

　２月23日(日)の第３回市町村

合併講演会(於：深谷市民文化会

館）は都合により中止になりま

した。�


